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4 下垂体のdynamic　MRI
（都立大塚病院脳外科）○朱田精宏
（　　　同　　放射線科）　工藤善朗
（脳外科）　中島　智
【目的】下垂体腺腫並びに正常下垂体の，造影信号
強度の特徴，変化の相違及び診断。下垂体病変と周
辺組織（海綿静脈洞，鞍隔膜，硬膜，視神経）の位
置関係，伸展状態の把握。【MR　I検査法】SIEMENS
社製MAGNETOM　1．5TにてGd－DTPA　O．1mmo　l／kg
を5～10秒で静注。FLASH法，　SHORT　TE　FLASH
法にて3～5分撮像し，その造影信号強度曲線を作製
比較した。対象は正常下垂体例10例，下垂体疾患12
例（14～70歳）。　【結果及び問題点】正常下垂体の造
影信号強度は，前葉がピークを約60秒前後とし，後
葉は40～60秒であった。また，下垂体腺腫ではその
ピークが遅延する傾向にあり，正常組織との鑑別，
また術後の再発に対する補助診断に有用と考えられ
た。しかし，まだ解像度が低く，アーチファクトの
出現があるため，今後より詳細な情報が得られるパ
ルス系列の開発が必要と考えられた。
　6　　グルタミン合成酵素を指標とした神経膠細
　　　　胞の研究
（霞ケ浦・脳外科）○秋元治朗
　中枢神経組織に於いてグルタミン合成酵素（GS）
は膠細胞に限局，同細胞の活動性の指標として重要
な意義をもつ事が知られている。今回，ラット毒焔
ヒト正常剖検脳，脳腫瘍組織を用い，坑GS血清に
よる免疫染色を施行，以下の興味ある知見が得られ
た。
1）最も未熟な膠細胞であるRadial　GliaはGS陽
　性であった。
2）正常脳に於いて，GS陽性の膠細胞は皮質，基
　底核に多く，Protoplasmic　astrocyte　lこ優位に
　発現していた。
3）腫瘍では神経膠腫にのみGSが発現，しかもその
　悪性度と染色性は逆相関関係を示した。
　これらの事からGSは膠細胞の発生，分化，腫瘍化
に伴う形質変化の評価に有用と考える。
　5　　コンピューター画像処理の脳神経外科領
　　　　域での応用
（脳外科）○和田　淳，出口　之
　X線フイルムを画像データとして汎用のコンピュ
ーターに入力し，各種画像処理を試みた。今回はC
T，脳血管写，頭蓋単純写等の各種フィルムの重ね
合わせ，画像の鮮影化等のfiltering，　CT，　MRIデ
ータの三次元再構成に関して実際の症例に基づいて
呈示した。これにより，従来の神経放射線学的検査
では情報不足であったケースに於ても詳細な読映を
可能とし，又，術前のシミュレーションにも役立っ
ことが示唆された。コンピューター画像処理は，診
断，治療の為のルーチンの検査に，extra　info・r・一
mationを加えるという意味で今後活用できるものと
考えられた。
　7　　悪性神経膠腫に対する特異的免疫療法の
　　　　試み
（脳外科）○斎藤公男，鈴木信宏
（救命部）　斎藤　裕
　悪性神経膠腫に対する免疫療法として，リンパ球
よりIL－2にて活性化されたLAK細胞による治療法
が最近注目されている。しかし，LAK療法自体は非特
異的免疫療法であり，いくつかの間題をかかえている。
　我々はC6－glio㎜細胞を用い，従来よりのLAK療
法および，リンパ球を腫瘍細胞と接融させ坑原性を
認識させた後にIL－2にて活性化されたCytotoxic
TLymphocyte（CTL）による特異的免疫療法の有効
性をin　vitroにて比較検討し報告した。
　マイクロプレートにそれぞれC6－g】ioma細胞を
5×105個ずつ入れ，Effector　Target　R　atioが20
：1となるようにLAK細胞およびCTLを加え，37℃，
5％　CO　2下にて72時間培養の後に倒立顕微鏡で検鏡
し有効性を判定した。この結果，今回は定量化には
至らなかったものの明らかにLAK細胞に比してCTL
のほうが腫蕩細胞に対する細胞障害性が高かった。
現在ratを用いin　vivoの実験を進行中である。
